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【要旨】
近年問題視されることが多い青少年の規範意織の現状とその課題を把握するため

に、 2000年12月に静岡県下の青少年および保護者に対して行われた規範意践に関す

る開査の中で、保護者調査の結果に焦点をあて、保鑓者自身の規範意織の特性と子

どもの規範意織形成の観点からみた課題について検肘した。保態者の規範意織は、

等質性分析およびクラスタ分析の結果から『規範軽視一規範重視jf他者優先ー自己

優先』の2軸を基箪に7クラスタ（グループ）に類型化された。今回の調査対象となっ

た保護者の多くは、基摺の中央あるいは規範重視かつ自己優先のクラスタに属し、

親子関係も良好であったが、背少年調査の分析結果もあわせて検肘した場合、保護

者自身の規範重視の考え方よりも親子関係の緊密さが子どもの規範意織形成上重要

であることが明らかとなった。

1.はじめに

近年、従来の常織とかけ離れた子どもたちの非行、犯罪の多発という社会現象に対して、

背少年の規範意織の低下が問題観されることが多い。この問題に関連して、われわれは、

静岡県背少年問題協議会ならびに静岡県教育委員会（青少年保｝の依頼により、背少年の規

範意織の実態把掻ならびに施策化への銀題を明らかにするために、 2000年 12月、静岡県

下の小学生・中学生・高校生を対象に実施した規範意般に関するアンケート嗣査 I)にかか

わった。その際、規範意臓の低下の現状や腺題を明らかにするために、青少年自身の規範

意織の特性のみでなく、それらが培われる過程での問題点やその背後にある社会的基盤（社

会環境や人間関係なめとのかかわりを重視し、彼ら彼女らが所属する集団自体の規範意織

の特性を把握することに努めた。

具体的には、現代青少年の規範形成に深くかかわる友人との関係に加えて、保護者との

関係に焦点をあて、特に、規範意識の低下とかかわって最も問題視されることが多い中学

生の保護者と、その前段階にある幼稚囲・保育園児の保能者に対して同時期にアンケート

調査を実施した。

以上のような鯛査の中から、本稿では特に保護者調査の結果に焦点をあて、保陸者自身

の規範意臓の特性と子どもの規範意蛾形成の観点からみた課題を明らかにしたいと思う。

2.中高生の規範窓際の構造と保護者との関係

中高生対象の鯛査では、規範意践の現状を把撞するために、日常生活の多様な場面にお

ける判断基準を解明するための質問を股けた。分析の結果、中高生の規範意織は、「既存規
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範同調か既存規範逸脱かJr自己志向か関係志向かJの2つの軸を基に9つのタイプに分か

れることが明らかとなった九

この9つのタイプについて父親・母親との関係からみたそれぞれの特性を調べてみると、

既存規範に同調傾向のある中高生は親との日常的な関わり合いが多いこと、既存規範に向

調あるいは自己志向の強い傾向の中高生は両親を肯定的に受け入れていること、既存規範

に向調あるいは関係志向の強い中高生は父親と本気でけんかをしたり叱られたりするとい

うように父親との関わり合いが強いこと、既存規範に逸脱の傾向にあり親友もあまりいな

い中高生は親との日常的な関わり合いが少なく親が理解してくれているかどうかのわから

ない上に気はつかっていることなどが明らかになった。これらの分析結果から、青少年の

規範意識およびその形成過程において、保鑓者、特に父親の与える影響の少なくないこと

が浮き彫りとなった。

3.保護者の規範意臓の分析方法

(1）分析の観点と方法

それでは、その保護者自身は、どのような規範意識を持って日々を過ごしているのあろ

うか。また、青少年の規範意餓形成の観点からみれば、その保護者自身の規範意践にはど

のような問題があるのだろうか。

本調査では、保護者調査において、日常雄もが出会うと恩われる場面を19個設定し、そ

れぞれの場面で二者択一の選択肢を用意して回答を求め、それらの回答を総合的に分析す

ることにより保護者自身の規範意識の特性を明らかにした。設問の場面及び選択肢につい

ては、中高生鯛査の結果と比較できるように、ほぽ閉じ物を用意した。これらの場面股定

の際には、中学校学習指導要領『道徳Jの内容を参考にした。

分析の方法としては、等質性分析を用い、各股聞の選択肢の数量化と各股聞の回答に基

づくサンプルごとの数量化という 2つの数量化を実施した。その上で、似たような回答傾

向を示す調査対象者をグループ化するため、クラスタ分析を行った。

(2）等質性分析による 2つの軸の析出

等質性分析の結果、第1表、第2表に示した2つの軸が保護者を類型化する上での基準

になる軸として析出された。これは、前述の19の設問それぞれへの二者択一の回答、合計

38項目が相互にどのような関係にあるかを数値によって示したものである。

第1表をみると、表上の得点の高い項目は「道で近所の人を見かけた時、挨拶しないj

f間違い電話をかけてしまった時、黙って切るJ「電車で疲れて席に座っているところに

お年寄りが乗ってきた時、席を綴らないjなどであり、一方で表下の得点の低い項目は「電

車の床に若者が座り込んでいる時、それを注意するJr友人が話しに夢中で地域の清掃活

動をしない時、注意するJrPTAの講演会で話を聞く時、メモをとるJなどであった。

そこでこの I軸は『規範軽視一規範重視j の軸と名づけた。なお、この I軸の寄与串は

43.0%であった。

次に、第2衰をみると、表上の得点の商い項目は『真夜中に友人から会いたいと電話が

あった時、夜でも会うJ'「翌日の準備はその日にするJr捨て犬を見つけた時、世話をするJ

などであり、表下の得点の低い項目は「道で近所の人を見かけた時、挨拶しないJr友人

-102-

第 1表各質問の選択肢に与えられた I軸得点の順位

＇＂，；『 ・＂＇ '' ィ貧 l 悶． .:';!, 

( 1）・・ 17. <ID逝で近所の人を見かけた時

(2) 15.①間違い電話をかけてしまった時

(3) 18.R亀司Zで疲れて席にmっているところにお年寄りが乗ってきた時

(4) 3.①友人がいじめにあっていることを知った時

(5) 12.①買ったばかりの腕時計をなくしてしまった時

(6) II.①子どもの成績袋に保隆者のハンコを忘れた時

(7) 2. CID仲のよい友人とけんかをした時

(8) LR箆日の噂倫

(9) 9.(IDPTAの:I僚会で騒を聞く時

(lo) 10.R担任の先生に子どもの勉強の穏を聞く時

(II) 4.①友人に自分の短所を指摘された時

(12) 6.R友人が揺しに夢中でJI!!峻の情鍋活動をしない時

(13) 8.①抱車の中で娩裕也紙がかかって．きた時

(14) 5.②鴎演中に隣の人が隠しかけてきた時

(15) 1-t.①見はたくましく女はやさしいという考え方

(16) 1.R真夜中に友人から会いたいと電信があった時

(17）・ 13.②姶て犬を見つけた時

(18) 19.②電車の床に若者が座り込んでいる時

(19) 16.R凪痴をひいて寝込んでいる時の夕飯

'.:::".'. ·• ；~· .:::::';::. ：汁 l i,. ↑。ι 白↑. :' ；＿；＂：；：十.：＼：.，＇：.：.

(20) 16.①凪携をひいて寝込んでいる時の夕飯

(21) 15.R間違い電話をかけてし去った時

(22) 1.①真夜中に友人から会いたいと電話があった時

(23) 11.R子どもの成績設に保飽者のハンコ色忘れた時

(2-t）ー 17.①道で近所の人を見かけた時

(25) 3.R友人がいじめにあっていることを知った時

(26) 10.①担任の先生に子どもの勉強のE蓄を聞く時

｛幻｝ 14.R男はたくましく女はやさしいという考え方

(28) 1.①翌日の箪備

(29), 12.R貿ったばかりの腕時併をなくしてしまった時

(30) 2.①仲のよい友人とけんかをした時

(31) 18.①電車で疲れて席にE怒っているところにお年寄りが乗ってきた時

(32) 8.R電車の中で袋術館騒がかかってきた時

(33) 4.R友人に自分の短所を扮織された時

(34) 5.①ZJ波中に隣の人がE話しかけてきた時

(35) 13'.①鎗て犬を見つけた時

(36) 9.①PTAの:I償金でZ還を聞く時

(37) 6.①友人が隠しに夢中で地繊の締鍋活動をしない時

(38); 19.①電車の床に若者が8iり込んでいる時
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規範軽視

選 侭 I鈎

検拶しない ::!.OI 

撚って切る 1.8'1 

府麟らない O.！】1】

味方にならない O.!H 

あきらめて買う 0.ル1

子どもが思い 0.82 

mらせる

~：：！ その日に市備

聞いてるだけ 0.48 

普段の話し方 0.46 

言われなくても 0.40 

注意しない 0.311 

電話に出る 0.37 

一緒に話す 0.27 

男と女は違う 0.22 

夜でも会う 0.15 

鎗て犬は鎗置 0.13 

床座り無線 0.09 

ロンピエかmnn 0.02 

ト.....・，：.九、.＇.：・1,φ ｝ •' 

作ってもらう ・0.01 

紛って切る ・0.05 

夜は断る ・O.伺

自分が感い ・0.06 

検修する ・0.06 

味方になる ・0.11 

敏跨で話す ・0.11 

性で決めない ・0.14 

前の自に僧倒 ・0.16 

’E見まで燥す ・0.19 

自分から謝る ・0.21 

廠鼠る ・0.26 

電話に出ない ・0.27 

直そうと，gぅ ・0,39 

餓演中と注意 ・0.39 

鎗て犬世話 ・0.43 

メモをとる ・0.48 

注意する ・0.56 

床座り注窓 ・0.94 

規範重視



がいじめにあっていることを知った時、味方にならないJ「鱒演中に隣の人が話し掛けて

きた時講演中だと注意するJなどとなったため、このE軸は『他者優先ー自己優先Jの軸

と名づけた。こちらのE軸の寄与率は26.6%であった。

第2表各質問の選択肢に与えられたE軸得点の順位
他者優先

掛i a 品a 京4 略法 w・ 苦

(1) 7.R真夜中に友人から会いたいと電Z蓄があった時 後でも会う 0.81 
(2) 1.R窪田の噂備 その日に1'鏑 0.77 

(S) 13.①鎗て犬舎見つけた時 捨て犬世飯 0.60 

(4) 8.①也事の中で拠務危醤がかかってきた時 包E蓄に幽る 0.41 

(5) 5.R蛾波中1ζ憐の人が話しかけてきた時 一舗に衝す 0.40 

(6) 4.②友人に自分の短所を指摘された時 直そうと思う 0.80 

(7) 16.R風邪をひいて寝込んでいる縛の夕飯 ヨンピzか幽前 0.27 

(8) 9.RPT Aのlltl賀会で循を聞く時 聞いてるだけ 0.12 

(9) 6.R友人が留しに夢中で地緩の摘締活動をしない時 注意しない 0.11 

(10) 2.①仲のよい友人とけんかをした時 自分から防る 0.09 

(II) 18.①電車で重量れてE婦にE経っているところにお年寄りが乗ってきた時 席.る 0.伺

(12) 3.R友人がいじめにあっていることを知った時 味方になる 0.伺

(13) It.②男はたくましく女はやさしいという考え方 住で決めない 0.伺

(14) 12.R買ったばかりの腕時計をなくしてしまった時 発見まで11す 0.05 

(15) 11.R子どもの成績漢に保.者のハン＝を忘れた時 自分が感い 0.04 

(16) 19.R飽$の床に若者が座り込んでいる時 床座り線復 0.02 

(17) 17.①道で近所の人を見かけた時 後怨する 0.02 

(18) 10.①担任の先生に子どもの勉強の簡を聞く時 敬簡で鱈す 0.01 

(19) 15.R間違い勉鍾をかけてしまった時 紛って切る 0.01 

開設F 苅
活部1 ！！宅問 ';: a・薄型抵 iii.~i§!i~晶T

(20) 10.②短径の先生に子どもの勉強の醤を鴎〈時 普段の隠し方 司0.03

(21) ...①男はたくましく女はやさしいという考え方 男と女は遭う 叫0.伺

(22) 9.①PTAの鴎演会で簡を聞〈時 メモをとる ・0.12 

(23) 6.①友人が揺しに移中で地峻の滑鍋活動をしない時 注怠する ・0.16 

(24) 13.R鎗て犬を見つけた時 待て犬は放置 ・0.18 

(25) 16.①風邪をひいて寝込んでいる時の夕飯 作ってもらう ・0.20 

(26) 19.①亀IIIの床に若者が座り込んでいる時 床E笹り注意 ・0.22 

(27) 12.①買ったばかりの腕時計をなくしてしまった時 あきらめて買う -0.28 
(28) 1.①翌日の噂備 前の日に$備 司0.24

(29) 4.①友人に自分の短所を舗鏑された時 曾われな〈ても -0.却

｛鈎｝ s.MIICの中でS降格電信がかかってきた時 電話に幽ない 司0.8

(31) 2.R仲のよい友人とけんかをした時 謝らせる 判0.81

(32) 1.①真夜中に友人から会いたいと亀騒があった時 夜は断る 判0.85

(33) 18.(2)＇電車で積れて席に殴っているところにお年寄りが提唱てきた時 腐.らない -0.87 

(34) 15.①関遣い電話をかけてしまった時 黙って切る -0.49 

(35) 11.①子どもの成制緩に保磁者のハン＝を忘れた時 子どもが思い ・0.50 

(36) 5.①llfil中lこ8'の人がE話しかけてきた時 隊演中と注怠 付0.60

(37) 3.①友人がいじめにあっていることを知った時 味方にならない ・0.65 

(38) 17.R道で近所の人を見かけた時 後窃しない 吋0.69

自己優先
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(3）クラスタ分析による 7類型化

以上のような等質性分析による軸の析出を行った後、この2軸を用いたクラスタ分析を

行い、回答者の類型化を試みた。すでに等質性分析において回答者1,287名の2つの軸に対

する数量化、すなわち得点付けはなされているため、この得点を用いてクラスタ分析を進

めた。その際、ここではサンプル数が多いため「非階層クラスタ分析』を用いた。この「非

階層クラスタ分析jではあらかじめ分割するクラスタ（グループ）数を指定する必要があり、

今回の分析においても 3つのクラスタから始めて、 4つ、 5っと分けてみたが、その結果、

7クラスタの分割が回答者である保護者の特性を表すのには適切ではないかと判断した。

同時に最も人数の少ないクラス夕方~100人を切ったため、 8分割以上の分析は中止した。
クラスタ分析の結果得られた分割図を第1図、各クラスタの人数の全回答者数に対する

割合を第2図で示した。第1図は、閉じ数字の羅列によ・って固まれた内側が、囲む際に用

いた数字が示すクラスタとなっている。また、この同じ数字で固まれた範囲内に、 2つの

軸に対する得点が点としてプロットされた人が何人いるかを示したのが、各クラスタ内に

書いてあります数字である。たとえば、図左上の第4クラスタの場合には、この範囲内に

プロットされた人は115人おり、その内訳は『中父j中学生の父親が27人、『中母J中

学生の母親が38人、『幼保父J幼稚園・保育所に通う子どもを持つ父親が22人、『幼保

父j幼稚園・保育所に通う子どもを持つ母親が28人、その他の保護者がなしであること

を示している。さらに、各クラスタ内のアスタリスクのマークが、各クラスタにおける回

答者の2つの軸に対する得点の平均値を示している。ただし、各クラスタの合計人数から

わかるように、数字で固まれた範囲が大きいからといって、必ずしもその領域に属する回

答者数が多いわけではない。また、各クラスタのアスタPスクの位置からわかるように、

各回答者の実際にプロットされる位置はそのクラスタの範囲内にまんべんなく存在してい

るのではない。

この第1図の各クラスタの人数分布からわかることは、次の3点である。第1点は、中

央に位置する第2クラスタには305人が位置し、全体の23.8%と回答者の約4人に1人

はここに所属することである。第2点目は、図上方の第4クラス夕、第3クラスタの母親

の人数が父親の人数より若干多いこと、第3点目は、図の右中央に位置する第7クラスタ

においてのみ父親の人数が母親の人数より多いことである。

4.クラスタ別にみた保護者の規範意識および子どもとの関係の特性

さらに各クラスタの規範意識の特性を明らかにするために、等質性分析に用いた 19の

股間（調査票での間番号は問6）と 7つのクラスタのクロス集計を試みた（第3表〉。第3表で

は表頭の丸のついた数字が各クラスタを示しており、その各番号の下に各問への回答傾向

を示した。それぞれの数値の中で、平均値よりも10%以上高いものには。、 5～10%高い

ものにはO、より 3～5%高いものにはAの印をつけた。また、各クラスタの子どもとの

関係についての特性を明らかにするために、子どもとの関係を問うた質問項目（調査票での

問番号は悶2）とのクロス集計を行った（第4表・第5表・第6表）。衰の見方は第3表と同

じである。

一般的にはこのような手続きで明らかにしたクラスタの特性に基づき、各クラスタに所

属する典型的な人間類型を想定し、ネーミングを施すが、今回の分析では、クラスタ間の
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第 1図 7クラスタの分割図 第3表 グループ分けに使用した股問に対する7クラスタごとの解答の割合 （%） 

Q6  ① ② ＠ ＠ ⑤ ＠ ⑦ ノer’..t・ 
人数 244 307 92 115 183 203 143 l, 287 

（%） 
(19.0) (23. 9) (7. I) (8.9) (14. 2) (15. 8) (II.I) 。伺0)

平均

I－①前町田に僧鋼 70.0 78.0 76.!J 77.4 680.2 77.7 70.4 7G.!J 
②その日にm畑 24.0 22.0 23.1 22.G 19.8 22.3 029.6 23.1 

2－①自分から附る 79.9 78.0 75.9 681.3 76.6 79.4 681.8 78.8 
②附らせる 20.1 22.0 624.1 18.8 624.4 20.6 18.2 21.2 

s－①味方にならない 6.8 10.0 612.9 企IS.I 8.6 10.2 614.7 10.2 
②味方になる 693.2 90.0 87.1 86.9 91.4 89.8 85.3 89.8 

4－①雷われなくても 49.0 60.0 63.8 069.3 49.4 42.3 067.1 60.4 
②庇そうと思う 61.0 60.0 40.2 40.7 60.G 067.7 42.9 49.6 

5 －①Ill~町中と注怠 41.8 40.5 38.9 ll.42.6 40.9 38.0 36.0 40白O
②一緒に留す 68.2 59.5 61.1 57.4 59.1 62.0 企64.0 60.0 

6－①注怠する 060.4 40.8 31.1 35.1 40.9 42.6 33.8 40.9 
②注怠しない 49.6 59.2 068.9 064.9 69.1 57.5 066.2 59.l 

7 －①夜I~断る 70.3 673.0 71.4 076.3 60.5 70.6 66.0 69.8 
②夜でも会う 29.7 27.0 28.6 23.7 039.5 29.4 634.0 30.2 

8－①電信に出る 40.1 38.8 企46.7 40.7 42.0 40.0 @52.5 41.9 
②’ltl!に出ない 59.9 企61.2 53.8 59.3 68.0 60.0 47.5 58.1 

9－①労そをとる 60.4 50.7 44.6 50.0 49.7 653.2 44.4 49.7 
②聞いてるだ付 49.6 49.3 055.4 60.0 60.S 46.8 055.6 50.3 

10ー①敏店で話寸 83.1 78.9 80.2 83.5 686.2 81.5 76.1 81.3 
②普段の話し方 16.9 621.1 19.8 16.5 13.8 18.5 023.9 18.7 

11－①干どもが思い 5.0 6.6 012.0 7.9 4.4 7.0 7.1 G.6 
②自：~＞~If!!い 95.0 93.4 88.0 92.l 695.6 93.0 92.9 93.4 

12－①あきらめて買う 15.4 18.9 18.9 15.7 620.8 20.2 19.9 18.5 
②発見まで慨す 684.6 81.1 81.1 684.3 79.2 79.8 80.1 81.5 

13－①倫て犬世路 23.8 23.0 l3.3 22.3 ゐ26.7 22.7 626.2 23.3 
②捨て犬l主政置 76.2 77.0 。86.7 77.7 73.S 77.9 73.8 7G.7 

川一①男と女は遣う 35.7 41.1 38.0 048.7 92.4 33.2 。60.0 39.J 
②性で決めない 企64.S 58.9 62.0 51.3 067.6 066.8 60.0 60.9 

15ー①照って切る 1.7 1.6 4.S 3.5 S.3 1.5 4.2 2.5 
②謝って切る 98.3 98.4 95.7 96.5 96.7 98.5 95.8 97.5 

16ー①作ってもらう 57.5 57.5 60.0 @72.2 62.8 58.4 57.4 57.8 
②コンビ＝か111附 42.5 42.5 。050.0 27.8 047.2 41.6 42.6 42.2 

17－①披拶する 97.1 97.0 96.7 94.8 98.9 97.6 97.9 97.2 
②線拶しない 2.9 3.0 4.S 。6.2 I.I 2.6 2.1 2.8 

18－①席観る 683.8 78.4 71.l 79.1 81.3 78.0 79.6 70.4 
②席限らない 16.3 21.6 028.9 20.9 18.7 22.0 20.4 20.6 

19－①床座り注怠 10.0 7.6 5.4 4.3 企12.2 612.6 7.0 9.0 
＠床鹿り無税 90.0 92.4 694.6 企96.7 87目8 87.4 693.0 91.0 
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第2図 7クラスタの割合

鏑mi9
7. IS 

OS IOS 201 JOS・ 40S’ SOS 601 70S ・ SOS 901 JOOS 

。 ：平均値よりも 10%以上高いもの

O：平絢値よりも 5%～10%術いもの

ゐ：平崎値よりも 3%～5%高いもの
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特性に強い差が出ていないこと、またネーミングによってかえってデータが示す様々な課

題を切り捨ててしまう恐れのあることを考慮し、あえてネーミングはせずに各クラスタの

特性を次に挙げるようにまとめることとした。以下には、 2つの軸との関係すなわち図1

の分割図との対応も考慮に入れた順番で、第3表から第6衰の中で平均値との差があり特

徴となった項目を挙げることを中心に各クラスタの特性を示した。

第1図では左上にあたる第4クラスタ（規範軽視・自己優先）の所属者は、自分が風邪の

時には誰かにご飯を作ってもらい、友人に短所を指摘されると首われなくてもわかってい

ると思い、夜友人に会いたいといわれても断る。また、清掃活動で友だちが掃除していな

くても注意しない。子どもとの関係をみると、子どもから自分の性格や身体の悩みを相践

され、子どもと地域のスポーツ活動、父親や母親、父親や母親の仕事について括をし、子

どもに手伝いをしてもらったり、一緒に買い物に行ったりしている。これらのことから、

規範についてはちょっと軽んじて自分の事を優先して行動をとる傾向にあるが、子どもと

はとてもよく関わっている親というイメージが浮かび上がる。なお、このクラスタでは母

親の人数が若干多くなっている。

その下の第6クラスタ（規範中立・自己優先）の所属者は、友人に短所を指摘されたとき

には直そうと思い、「男はたくましく、女はやさしいJという考えには性で決めないほうが

よいと考えている。子どもとは、担任の先生の話はしますが、地域のスポーツ活動や父親・

母親の仕事については話をしない。勉強は教え、一緒に買い物には出かけるが、子どもに

気をつかい、本気でけんかをしない。幼稚園・保育所に通う子どもを持つ保護者の場合に

は、子どもが困ったことや悩みの相談に乗らない。これらのことから、親としてやるべき

ことはやっているが、子どもとは少しだけ距離をおいて接するようなイメージが浮かぶ。

次に図中央に位置する第2クラスタ（偏りなし）は、所属人数も最も多く、今回の調査対

象となった保護者の平均的な像としてとらえられる。したがって各聞に対する回答の平均

値との比較からは特に目立つ特徴はあまり出てこないが、子どもとの関係では、中学生の

保護者は子どもの穏に感心せず、幼稚園・保育所に通う子どもを持つ保護者は子どもの身

の回りの世話をよくするという特徴が出ていた。

第1図では左下に位置する第1クラスタ（規範重視・自己優先）の所属者は、清掃活動中

友達が清掃をしていないと注意をする。子どもとの関係では、子どもは手伝いをしてくれ

て、子どもと本気でけんかをし、子どもの話に感心する。以上から、規範を大切にし、子

どもとはどちらかといえば対等に本膏で付き合っている様子がうかがえる。

第1図では右下の第5グラスタ（規範重視・他者優先）の所属者の場合には、夜友人に会

いたいといわれると会い、『男はたくましく、女はやさしいJという考えには性で決めない

ほう．がょいと考えている。風邪をひいたときの夕食はコンビニで売っているものか出前で

すませている。子どもとの関係をみると、子どもと友だちのこと、将来の職業のこと、異

性のこと、父親・母親のことについて話をしません。子どもは手伝ってくれないし、一緒

に買い物にも出かけない。これらのことから、規範を睡んずるわけではないが、他人の事

を優先してしまいがちになっている一方で、ところが子どもとは関係が疎遠なイメ｝ジが

浮かぶ。なお、このクラスタは中学生の保護者では父親の人数のほうが多くなっている。

その上の第7クラスタ（規範中立・他者優先）の所属者は、電車の中で携帯包括に出て、

男と女は違うと考えている。翌日の準備はその日にして、滑掃活動で友だちが掃除してい
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なくても注意をしない。欝演会は聞いているだけで、子どもの担任の先生とは普通に話し、

友人に短所を指摘されると雷われなくてもわかっていると思っている。子どもとは将来の

職業のこと、部活動のこと、地域のスポーツ活動のこと、父親・母親のことについては話

をし、生や死については話をしない。一緒にテレビはみるが、本気でけんかはしない。こ

れらのことから、他者との関係の中で自分の行動を決める傾向にあり、規範はあまり重視

しないほうではあるが、子どもとはいろいろと揺をしてそれなりの関係を維持しているイ

メージが浮かび上がる。なお、このクラスタは、唯一父親の人数が母親の人数より多いと

ころである。

最後に第1図右上の第3クラスタ（規範軽視・他者優先）の所属者の場合、捨て犬は放置

し、清掃活動で友だちが掃除していなくても注意はしない。醜演会は聞いているだけで、

子どもの成績表へのハンコの押し忘れは子どもが悪いと思い、周邪をひいたときの夕食は

コンピニで売っているものか出前ですませ、電車では席を韻らない。子どもとの関係をみ

ると、子どもと生や死の話や将来の職業の話をせず、休日に一緒に遊ばない一方で、子ど

もに気はつかいます。社会の出来事については揺をするが、悩みの相談はされず、勉強も

教えず、子どもの話に感心しない。幼稚園・保育所に通う子どもを持つ保能者の場合には、

子どもと一緒に遊ばない。以上のことから、規範を軽視し、子どもともあまり関係を持た

ない傾向がうかがえる。なお、このクラスタでは母親の人数が若干多くなっている。

5.子どもの規範意餓形成の観点か色みた保躍者の規範意臓の課題

まとめとじて、これら 7つのクラスタの特性について、子どもの規範意織形成の観点か

らみた課題を検肘してみよう。

全体としては、保護者自身の規範意識は年代差や性差もあまりなく総じて悪くはないと

いうこと、また、第2・第1クラスタの人数が多いことから、規範は大切にしてかっ子ど

もとも良好な関係を有している保護者が圧倒的に多いことがあげられる。

次に、第1図において対照的な位置関係にあり、かつ子どもとの関係も対照的な結果と

なった図左上の第4クラスタと右下の第5クラスタに注目し、どちらのほうが子どもの規

範意臓にとって好影響を与えるのかを考えてみた。仮説としては、保護者自身の規範に対

する考え方が子どもの規範意織形成に最も影響を与えるのではないか、したがってこの第

4クラスタと第5クラスタでは、第5クラスタに所属する親のほうが子どもの規範意践形

成にとっていわゆるいい親ではないかと考えた。しかしながら、前述の中高生鯛査から明

らかとなった背少年の規範意織の構造と保護者との関係の中の f親との関係、特に父親と

の関係が規範意織形成に影響があるJということを考慮に入れてみると、第4クラスタに

所属する親のほうが子どもの規範意織形成にとってはいい親ではないかと考えられる。い

いかえれば、保雄者自身が規範を重視することよりも、自分に自信を持って積極的に子ど

もと関わっていくことのほうがが大切ではないかと、という結論にいたった。特に第5ク

ラスタでは中学生の父親が若干多いことから、父親が自信を回復して子どもに姿を見せ、

積極的に子どもと関わることが重要ではないかと考えられる。

6.おわりに

最後に、今後の課題を挙げると、研究上の牒題としては、第1に規範意臓を問うための

-lll-



第4表子どもとの関係に対する 7クラスタごとの回答の割合〈中学生の保館者〉 ｛%） 

Q2 (1) ① ＠ ＠ ＠ ＠ ＠ ⑦ 合計
人数 107 155 47 65 63 100 59 596 

｛%｝ (18. 0) (26. 0) (7.9) (10.9) (lo.&) (16. 8) (9.9) (100.0) 

平均

1－①友だちのことを隠す 81.6 A85.2 88.3 81.6 70.3 79.2 82.8 81.l 
＠ 隠さない 18.6 14.8 16.7 18.6 。29.7 20.8 17.2 18.9 

2－①＠ 組径の先生のことを箆す 62.8 61.0 同.o 企66.4 46.3 A66.9 61.7 62.0 
留さない 47.2 49.0 同.0 44.6 064.7 44.1 48.8 48.0 

3－①② 将来の膿忽のことを路す 63.9 61.9 64.2 61.6 60.0 62.4 069.0 61.1 
婦さない 86.1 38.1 046.8 38.6 @60.0 37.6 31.0 38.9 

4－①郁活動のことを鋳す 84.3 83.0 86.4 A87.7 74.6 81.4 089.7 88.4 
＠ 醤さない 16.7 17.0 14.6 12.3 026.4 18.6 10.3 16.6 

5－①Jiil亀置のu・4活動のことを衝す 27.8 032.3 27.1 036.4 26.0 19.6 034.6 28.7 
＠ E置さない 72.2 67.7 72.9 64.6 A76.0 080.4 66.6 71.3 

6－①＠ 社会の出来事を蹄す 64.8 66.6 072.9 64.1 67.8 67.6 62.1 66.8 
絡さない 36.2 33.6 27.1 36.9 042.2 82.4 A37.9 84.7 

7－①生や死について鼠す A42.6 A43.2 27.1 33.8 34.4 A42.2 31.0 38.6 
＠ 留さない 67.4 66.8 @72.9 A66.2 A66.6 67.8 069.0 61.6 

e-R ①具伎のことをZ置す A34.3 A35.3 27.1 、A84.4 17.2 29.4 29.3 80.8 
自書さない 66.7 64.7 A72.9 65.6 。82.8 70.6 70.7 69.2 

9－①父銀や傍観のことを話す 63.9 61.4 61.7 0回.2 回.8 62.4 070.7 62.7 
＠ 留さない 86.1 38.6 38.3 30.8 @49.2 37.6 29.3 87.3 

lOー①父認や母鰻の仕事のことを髭す 68.3 A66.2 60.4 067.7 64.l 66.9 A66.7 62.6 
＠ E苦さない A41.7 33.8 39.6 32.8 85.9 044.1 33.3 37.6 

ll－①自分の位絡や身体の悩みを初餓される 26.2 24.0 19.1 @86.9 21.9 26.5 20.7 25.0 
＠ 相餓されない 74.8 76.0 080.9 64.1 A78.1 73.6 A79.3 75.0 

l2ー①勉強を敏える 32.4 33.8 27.1 32.3 31.3 0却.2 29.3 33.l 
＠ 敏えない 67.6 66.2 072.9 67.7 68.8 60.8 A70.7 66.9 

13ー①手伝いをして〈れる 072.2 63.6 64.6 071.9 64.7 A69.6 67.2 66.6 
＠ して〈れない 27.8 A36.4 86.4 28.1 @46.3 30.4 82.8 33.4 

l4－~ ト絡にテレピ舎見る 93.6 卸 .6 89.6 93.8 89.1 94.1 098.3 92.3 
見ない 6.6 10.4 10.4 6.2 Al0.9 6.9 1.7 7.7 

l6－①一緒に買い物に幽かりる 77.8 81.9 81.S 087.7 70.3 089.2 77.6 81.S 
＠ 幽かけない A22.2 18.1 18.8 12.3 @29.7 10.8 A22.4 18.7 

l6ー①休日にー絡に道ぷ A44.9 A45.8 31.S 41.6 42.2 却.6 37.9 41.8 
＠ 遊ばない 55.1 54.2 @88.8 58.6 67.8 伺 .4 A62.1 58.2 

17－①気をつかう 34.6 32.6 。48.9 32.S 31.3 044.1 34.5 部.2
＠ っかわない 66.4 A67.6 61.1 A67.7 068.8 邸.9 66.6 63.8 

l8－①本気でけんかをする 061.9・ 48.7 A60.0 46.2 47.6 39.8 39.7 48.6 
＠ けんかをしない 48.1 61.3 回.0 53.8 62.4 060.4 060.8 53.• 

l9ー①＠司盗臨めめる 81.6 80.0 79.2 A86.2 82.8 回.4 82.8 81.6 
ない 18.6 20.0 20.8 13.8 17.2 19.6 17.2 18.5 

20ー①叱る A88.9 86.5 81.S 81.5 86.9 87.3 81.0 86.6 
＠叱らない 11.1 13.6 A18.8 Al8.6 14.1 12.7 ゐ19.0 14.6 

21ー①E置に感心する 080.8 69.0 84.6 A78.6 76.6 73.6 A77.2 74.1 
＠ 感心しない 19.4 031.0 086.4 21.6 23.4 26.6 22.8 26.9 

＠：平崎値よりも 10%以上高いもの O ：平均値よりも 5%～10%高いもの

A：平地値より色3%～5%高いもの
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第5表子どもとの関係に対する 7クラスタごとの回答の割合（幼稚固・保育所の保護者〉

Q 2 (2) ① ② 
人数 136 150 

｛%｝ (19. 8) (21. 9) 

1－①何か笛をする 98.7 96.8 
＠ 話をしない 1.8 4.2 

2－①一緒に遊ぶ 90.1 佃 .4
＠ i!ばない 9.9 9.6 

3－①一緒に外出する 92.7 94.0 
＠ 外出しない 7.3 6.0 

4－①図った事や悩みの相続をする 64.0 66.6 
＠ 相続をしない 36.0 34.6 

5－①身の図りの世E蓄をする 82.7 088.6 
＠ 世E蓄をしない 17.8 

6－①＇＊のことを手伝ってもらう 76.2 
＠ 手伝ってもらわない A23.8 

7－①織予を見守る 94.7 
＠ 見守らない 6.3 

8－①注ftをしたり叱qたりする 96.4 
＠ しない 4.6 

＠：平均値よりも 10%以上高いもの

O：平均値よりも 5%～10%高いもの

A：平均値よりも 3%～5%高いもの

11.4 

80.6 
19.4 

94.0 
6.0 

95.2 
4.8 

＠ ＠ ＠ 
44 50 119 

(6. 4) (7. 3) (17. 3) 

98.1 96.7 97.l 
1.9 s.s 2.9 

84.6 88.3 A93.4 
016.4 11.7 6.6 

92.s 鵠 .7 96.6 
7.7 3.8 4.4 

66.7 63.8 66.4 
33.3 36.7 34.6 

80.8 78.3 82.2 
19.2 .0.21.7 17.8 

A82.7 81.7 79.9 
17.3 18.8 20.1 

94.2 100.0 96.6 
6.8 0.0 4.4 

94.2 93.8 96.3 
5.8 6.7 3.7 

第6表子どもへの理解に対する 7クラスタごとの回答の割合

Q 2 (3) ① 

保箆者全体
69.9 

①子どものことを週解している
40.1 

＠ していない

中学生の由民鐙者
64.2 

①子どものことを題解している
46.8 

＠ していない

幼縮図・保ど育も所ののこ保とEをE者理解 84.0 
①子 している

038.0 
② していない

＠：平均値よりも 10%以上高いもの

O：平均値よりも5%～10%高いもの

A ：平均値よりも 3%～5%高いもの

＠ ＠ ＠ ＠ 

62.1 64.4 A66.4 63.3 
37.9 86.6 34.6 36.7 

66.l 60.0 A随.1 49.2 
44.9 60.0 43.9 A60.8 

国 .9 。79.1 076.0 70.6 
31.l 却.9 24.0 29.4 

-109-

(%) 

＠ ⑦ 合計

103 84 686 

(15. 0) (12.2) (100.0) 

平均

96.6 侃 7 97.0 
8.6 3.3 3.0 

86.7 91.2 89.9 
13.3 8.8 10.1 

93.8 93.8 94.0 
6.2 6.7 6.0 

67.1 66.3 63.9 
042.9 33.7 36.1 

81.4 81.3 83.1 
18.6 18.7 16.9 

77.9 81.1 79.6 
22.1 18.9 20.6 

94.6 96.6 96.2 
6.4 4.4 4.8 

93.8 92.2 94.7 
6.2 7.8 6.3 

（%） 

＠ ⑦ 平均

68.3 60.9 61.6 
A41.7 39.1 38.4 

60.0 47.S 62.4 
60.0 062.7 47.6 

66.7 69.9 69.0 
A34.3 30.1 81.0 



設問での日常場面股定の妥当性の検討、第2に分析方法の妥当性の検討、第3に子どもと

保護者をマッチングさせた調査の実施と結果分析が挙げられる。

また、行政施策上の課題を考えてみると、家庭教育の支援のあり方として、保護者への

一方的な教育関係の知織伝達でなく、保捜者と子どもの関係強化を支援するような方策を

模索する必要性があると考えられる。

注記・引用文献

1)鯛査は、静岡県下の小学5年生、中学2年生、高校2年生1,946名と調査対象となった

中学2年生の家庭および静岡県下の幼稚園・保育所に通う子どもの居る家庭の保護者

1. 398名合計3,344名を対象に、学校・幼稚園・保育所を通じた配付・回収により、無記

名方式で行われた。回収数は3,179票で、回収率は95.1%であった。調査および調査結

果の詳細は、静岡県背少年問題協畿会・静岡県教育委員会『青少年・保護者の規範意般

に関する調査結果報告書』（2001年3月）を参照のこと。

2）詳しくは、馬居政幸『中高生の規範意践についての多変量解析による考察J（前掲『背

少年・保護者の規範意臓に関する調査結果報告書』 pp148～164）を参照のこと。
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